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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼをコードしています。このキナーゼは、様々な環境ストレスや細胞分裂刺激に応答してMAPキナーゼを直接活性化します。MAPK8/JNK1、MAPK9/JNK2、MAPK14/p38を活性化しますが、MAPK1/ERK2やMAPK3/ERK3は活性化しません。このキナーゼはMAP3K1/MEKKによってリン酸化され、活性化されます。マウスを用いたノックアウト研究では、このキナーゼがT細胞発達における生存シグナルの媒介、および肝臓の器官形成において役割を果たしていることが示唆されています。組織特異性：骨格筋で豊富な発現が認められます。また、他の組織でも広く発現しています。
	研究分野
	アポトーシス、TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	HepG2（1）、K562（2）、およびHEK293（3）細胞溶解物に対するMAP2K4マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	MAP2K4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による MAP2K4 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト筋肉組織の免疫組織化学分析。

